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令和２年４月 

 

令和２年度足立区公金管理運用計画 

 

１ 運用計画策定の目的 

会計管理者の管理する資金（歳計現金・歳入歳出外現金及び基金に属する現金）

について、「足立区公金管理運用基準」に基づき、毎年度の計画として、具体的な

管理・運用方法を策定する。 

 

 

２ 資金管理の具体的方法について 

（１）歳計現金・歳入歳出外現金 

 日々の支払や貸付に使用するため流動性が要求されることから、原則として

指定金融機関の普通預金で運用する。 

 

（２）積立基金 

ア 一括運用について 

介護保険特別会計の介護保険給付準備基金も含め、１7 の基金を一括運用

することにより効率性と流動性の向上を図っていく。 

 

イ 債券での運用 

債券中心のキャッシュフロー・マッチング（※１）の運用を基本とするが、

預金金利との見合いにより、預金による運用を増額するなど柔軟に対応する。

主に５年先までは、中期財政計画で予定している各年度の取崩額を債券償還

額でまかなえるよう、償還期間５年の債券を中心に運用する。 

また、10 年のラダー型（※２）ポートフォリオ（※３）の構築を継続す

る。主に６年先から１０年先までは、償還期間１０年の債券を中心に運用す

る。購入する債券は、国債、政府保証債、地方債、財投機関債で、元本の償

還及び利息の支払が確実な利付債券とする。 

 

ウ 預金での運用 

   都市銀行、地方銀行、信託銀行、信用金庫等に預託を行う。ただし、各金

融機関の信用力を見極め、リスクの分散に努める。 

   分散運用を図るうえで、必要に応じ、一金融機関あたりの預金額等の上限

を設けるとともに、満期日を分散して流動性を確保する。 

   いずれの金融機関に預託する場合にも、譲渡性預金並びに大口定期預金で

1 年程度の範囲で運用する。 

 

 



 2

３ 積立基金の状況            単位：百万円 

 

 

※ 『令和２年度予算編成のあらまし』９０ページの「積立基金の状況（一般会計）」に介護保険特

別会計にかかる介護保険給付準備基金分を加えて作成した。 

※ 金額は、表示単位未満の端数調整をしていないので、加減した数値には一致しない場合がある。 

 

 

４ 積立基金のポートフォリオ（各年度の残高による） 

（１）金融商品別ポートフォリオ 

令和元年度（実績） 

 預金 債券 

全基金 ３８％ ６２％ 

 

令和２年度（想定） 

 預金 債券 

全基金 ３５％ ６５％ 

 

（２）金融機関別ポートフォリオ 

令和元年度（実績） 

 都市銀行 信託銀行 地方銀行 信用金庫 

預金 ８６％ １３％ ０％ １％ 

 

令和２年度（想定） 

 都市銀行 信託銀行 地方銀行 信用金庫 

預金 82～80％ １6％ 1～2％ １～２％ 
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（３）債券別ポートフォリオ 

令和元年度（実績） 

 国債 政府保証債 地方債 

債券 0％ ６％ ９４％ 

 

令和２年度（想定） 

 国債 政府保証債 地方債 

債券 ０％ ４～５％ ９５～96％ 

 

 

５ 運用計画の見直しと実施  

この計画は、必要に応じて見直しを行うものとする。 

 

 

 

 

【語句の説明】 

※１ キャッシュフロー・マッチング 

将 来 の 支 払 い 額 が 確 定 し て い る 取 崩（ 予 算 へ の 繰 入 れ ）の キ ャ ッ シ ュ フ

ロ ー と 等 し い キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー が 得 ら れ る よ う に 債 券 を 運 用 す る 方 法 の

こ と 。  

 

※２ ラダー型 

毎年、同額の償還が到来するように債券を運用する方法のこと。 

 

※３ ポートフォリオ 

金融資産の組み合わせの こ と を い う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

購入額

短期 ← ← 長期

ラダー型ポートフォリオ 


